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【座間市のお知らせ】� 643
●�下半期の財政状況（2面）�
●�みんなの健康（3面）�
●�第三次行政改革大綱を策定（4・5面）
●�ざまインフォメーション（6・7面）
●�市民大学を開講（8面）�

広報�

古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�

○と　き　７月１３日（金）午前１０時～正午
○ところ　市民体育館（スカイアリーナ座間）
○講　師　順天堂大学スポーツ健康科学部教授 武井授　武井正子さん正子さん
○定　員　２００人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　室内用運動靴、筆記用具
○申込方法　７月１１日（水）午後５時までに電話またはファクス
　　　　　　か電子メール（住所、氏名、電話番号を明記）で担当へ
担当　　　　　  　企画政策課1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０ 
　　　　　　　　　　電子メールks-zama1@ny.airnet.ne.jp

スカイアリーナ　　　　スカイアリーナ　　　　 スポーツ教室スポーツ教室�スカイアリーナ　　　　 スポーツ教室�夏休み�

○定　員　各教室とも２０人（先着順）
○受講料　各教室とも４０００円
○申込方法　７月３日（火）（市外の方は７日（土））から受講料を添えて、午前１０時～午後４時の間に直接担当へ 
 　　　　　　（電話予約可。ただし１週間以内に手続きを）担当 市民体育館 1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８

時　間日　程対　象内　容教　室　名

午前１０時～１１時３０分

８月３日～２８日の
毎週火曜・金曜日
（全８回）

小学１年～
３年生

体操、マット、跳び
箱などを楽しみなが
ら運動能力を高める

A班
児 童 体 操

午後１時～２時３０分B班

午後１時～２時３０分小学１年～
６年生

安全に楽しみながら
トランポリンの基本
動作を身に着ける

A班
トランポリン

午後３時～４時３０分B班

市民体育館では、夏休み期間を利用して児童を対象にスポーツ教室を開催します。

健康なまちづくり健康なまちづくり�
コーナーコーナー�

健康なまちづくり�
コーナー� 身体に良い歩き方セミナー�

　消防団は、日常訓練のほか、火災予防の啓発・広報活動など
を通じて地域防災のために重要な役割を果たしています。
　日ごろの成果を発揮する場として、市内の消防団５分団１６
部による「第８回市消防団消防操法大会」が開催されます。皆
さんもご来場の上、地元消防団員の活躍にご声援をお願いし
ます。
○と　き　７月２２日（日）午前８時～正午
○ところ　入谷小学校校庭
担当　　　　　 市消防本部総務課 1０４６（２５６）２２１１ 内線２２５

子供た
ちの�

六
月
九
日
、
県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
内
の
水
田
で
は
、
稲
作
体
験

　

六
月
九
日
、
県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
内
の
水
田
で
は
、
稲
作
体
験

を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
座
間
の
歴
史
や
風
土
を
子
供
た
ち
に
実
感
し
て

を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
座
間
の
歴
史
や
風
土
を
子
供
た
ち
に
実
感
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
親
子
で
米
作
り
隊
」
の
田
植
え
が
実

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
親
子
で
米
作
り
隊
」
の
田
植
え
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
五
日
・
十
三
日
に
は
座
間
・
入
谷
の
各
小
学
校
の
児

　

ま
た
、
六
月
五
日
・
十
三
日
に
は
座
間
・
入
谷
の
各
小
学
校
の
児

童
た
ち
も
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
や
物
を
作
る
こ
と
の
喜
び
を
体
験

童
た
ち
も
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
や
物
を
作
る
こ
と
の
喜
び
を
体
験

す
る
「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
の
一
環
と
し
て
、
初
め
て
の
田
植
え

す
る
「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
の
一
環
と
し
て
、
初
め
て
の
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。

を
体
験
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
地
元
の
農
家
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
、
泥
ん
こ
に

　

子
供
た
ち
は
、
地
元
の
農
家
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
、
泥
ん
こ
に

な
り
な
が
ら
も
笑
顔
を
見
せ
、
楽
し
く
田
植
え
を
終
え
ま
し
た
。

な
り
な
が
ら
も
笑
顔
を
見
せ
、
楽
し
く
田
植
え
を
終
え
ま
し
た
。

秋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
も
ち
米
を
収
穫
し

　

秋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
も
ち
米
を
収
穫
し
、、「
収
穫
祭
」
や
「
も
ち
つ
き

「
収
穫
祭
」
や
「
も
ち
つ
き

大
会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
り
の
秋
が
、
待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。

　

実
り
の
秋
が
、
待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。

▲苗を一直線に植える入谷小学校の児童たち

▲一株ずつ丁寧に田植えをする「米作り隊」の皆さん

田植えの指導に聞き入る座間小学校の児童たち

▲

お
わ
び

　

本
紙
六
月
十
五
日
号

「
み
ん
な
の
健
康
」救
急

診
療
欄
の
担
当
電
話
番

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
電
話
番
号
を
お

持
ち
の
方
を
は
じ
め
、

利
用
さ
れ
た
方
に
対
し

深
く
お
わ
び
す
る
と
と

も
に
、
今
後
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
万

全
を
期
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
民
情
報
課
広
報
係

第8回�
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歳出�

総
務
費
は
６
億
７
千
万
円
を
増
額�

執
行
率
は
　
パ
ー
セ
ン
ト
　�

８９�

　

総
務
費
は
、
今
後
の
健
全
な
財

政
運
営
を
図
る
た
め
、
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
み
立
て
五
億
百
七
万

三
千
円
、
土
地
開
発
公
社
か
ら
の

買
い
取
り
二
億
三
千
二
百
二
十
四

万
六
千
円
、
ふ
れ
あ
い
会
館
建
物

取
得
に
伴
う
一
部
繰
り
上
げ
に
よ

る
償
還
金
七
千
四
百
六
十
万
八
千

円
な
ど
の
増
額
補
正
の
ほ
か
、
電

子
計
算
業
務
費
三
百
二
十
三
万
四

千
円
、
公
共
用
地
取
得
基
金
へ
の

積
立
金
四
千
百
二
十
一
万
八
千
円

の
減
額
補
正
な
ど
執
行
状
況
を
考

慮
し
た
増
減
で
、
全
体
で
は
六
億

七
千
百
十
八
万
六
千
円
の
補
正
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

民
生
費
は
、
生
活
保
護
法
定
扶

助
事
業
費
一
億
五
千
二
百
三
十
七

万
六
千
円
、
児
童
手
当
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
児
童
手
当
支
給
事
務

費
一
億
一
千
二
万
五
千
円
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
三
千
五
百
五
十
一
万
二
千
円
、

介
護
保
険
低
所
得
者
対
策
事
業
費

一
千
三
百
八
十
六
万
円
な
ど
を
増

額
す
る
一
方
、
小
児
医
療
費
助
成

事
業
費
三
千
四
百
四
十
六
万
円
、

更
生
施
設
援
護
事
業
費
二
千
四
百

八
十
万
九
千
円
、
生
活
支
援
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
二
千
二
百
二

万
七
千
円
な
ど
を
減
額
し
、
全
体

で
一
億
九
百
四
十
一
万
九
千
円
の

補
正
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

建
物
取
得
に
伴
う
一
部
繰
り
上
げ

に
よ
る
償
還
金
九
千
九
十
四
万
一

千
円
の
ほ
か
、
老
人
保
健
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
二
千
五
百
一
万
六

千
円
な
ど
を
増
額
す
る
一
方
、
基

本
健
康
診
査
事
業
費
千
四
十
七
万

一
千
円
、
が
ん
検
診
事
業
費
九
百

二
十
九
万
五
千
円
な
ど
を
減
額
し
、

各
事
業
の
執
行
実
績
を
考
慮
し
全

体
で
七
千
九
百
三
十
二
万
一
千
円

の
補
正
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
事
業
執
行
の
実
績

な
ど
に
よ
る
市
道
道
路
改
良
事
業

費
一
億
一
千
五
百
六
十
一
万
九
千

円
、
市
営
住
宅
大
規
模
修
繕
事
業

費
三
千
九
百
一
万
六
千
円
な
ど
を

減
額
し
、
全
体
で
一
億
七
千
五
百

七
十
七
万
九
千
円
の
補
正
減
と
な 

っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
費
は
、
勤
労
者
住
宅
資
金

利
子
補
助
事
業
費
な
ど
を
執
行
実

績
に
よ
り
減
額
し
、
全
体
で
一
千

二
百
六
十
二
万
一
千
円
の
補
正
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
買
い
取
り
一
億
七
千
八
百
六

十
五
万
五
千
円
、
情
報
技
術
の
推

進
を
図
る
た
め
、
市
民
初
心
者
を

対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
Ｉ
Ｔ
講
習
の
た
め

の
機
器
整
備
に
一
千
三
十
六
万
二

千
円
な
ど
を
増
額
す
る
一
方
、
小

中
学
校
の
施
設
整
備
事
業
費
や
施

設
維
持
管
理
経
費
な
ど
を
執
行
実

績
か
ら
減
額
し
、
全
体
で
三
千
四

百
四
十
七
万
七
千
円
の
補
正
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
出
予
算
額
に
対
す
る

執
行
状
況
は
、
三
月
末
ま
で
に
二

百
八
十
三
億
五
千
七
百
九
十
万
九

千
円
を
支
出
し
、執
行
率
は
八
九
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

中
で
も
予
算
に
占
め
る
割
合
が

一
番
多
い
民
生
費
は
、
七
十
八
億

四
千
九
百
二
十
三
万
四
千
円
が
支

出
済
み
で
、
執
行
率
は
九
六
・
〇

パ
ー
セ
ン
ト
。
主
に
障
害
者
や
高

齢
者
へ
の
扶
助
費
、
保
育
園
・
児

童
館
の
管
理
運
営
費
な
ど
に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
総
務
費
は
、
庁
舎
維

持
管
理
事
業
費
や
電
子
計
算
業
務

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
、

個
人
市
民
税
が
給
与
所
得
や
営
業

所
得
な
ど
に
減
が
見
込
ま
れ
二
億

二
千
四
百
六
十
七
万
二
千
円
の
減
、

市
た
ば
こ
税
が
本
数
に
減
少
が
見

込
ま
れ
二
千
三
百
四
十
三
万
四
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
法

人
市
民
税
は
、
実
績
な
ど
か
ら
増

が
見
込
ま
れ
五
億
二
千
六
百
八
十

万
円
の
増
、
固
定
資
産
税
の
償
却

資
産
は
四
千
四
百
十
八
万
二
千
円

の
増
額
と
な
り
、
市
税
全
体
で
は

三
億
二
千
三
百
二
十
九
万
三
千
円

の
補
正
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
主
な
も
の
と

し
て
生
活
保
護
費
負
担
金
、
追
加

補
助
に
よ
る
特
定
交
通
安
全
施
設

等
設
備
事
業
補
助
金
お
よ
び
中
学

校
施
設
整
備
補
助
金
な
ど
が
増
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
公
営
住
宅
防

音
事
業
補
助
金
、
公
立
学
校
防
音

事
業
補
助
金
な
ど
が
実
績
な
ど
に

歳入�

全
体
で
　
億
円
を
増
額�

収
入
済
額
２
９
８
億
４
千
万
円
に�

１０�

よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。全
体
で

は
各
種
補
助
事
業
な
ど
の
執
行
状

況
に
合
わ
せ
て
補
助
金
な
ど
を
増

減
調
整
し
、
三
千
六
百
七
十
五
万

三
千
円
の
補
正
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
は
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
市
町
村
振
興
補
助

金
、
学
習
活
動
支
援
設
備
整
備
事

業
補
助
金
、
身
体
障
害
者
情
報
バ

リ
ア
フ
リ
ー
設
備
整
備
事
業
補
助

金
な
ど
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費

補
助
金
、
生
活
援
護
事
業
補
助
金

な
ど
の
減
額
に
よ
り
全
体
で
六
百

十
三
万
八
千
円
の
補
正
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
地
域
福
祉
ふ
れ
あ

い
基
金
、
緑
地
保
全
基
金
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金
な
ど
に

皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
浄
財
が
寄
せ

ら
れ
、
二
百
五
万
三
千
円
の
補
正

増
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ 

ー
建
設
基
金
、
職
員
退
職
手
当
基

金
へ
の
繰
り
入
れ
を
増
額
、
緑
地

保
全
基
金
へ
の
繰
り
入
れ
を
減
額

し
、
全
体
で
四
百
五
十
八
万
七
千

円
の
補
正
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
中
学
校
義
務
教
育
施

設
大
規
模
改
造
事
業
債
、
住
民
税

等
減
税
補
て
ん
債
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
事
業
実
績
な
ど
に
よ

り
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

債
、
小
学
校
義
務
教
育
施
設
大
規

模
改
造
事
業
債
な
ど
が
減
額
と
な

り
、
全
体
で
一
億
八
百
万
円
の
補

正
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
十
二
年
度
の
歳
入

予
算
の
う
ち
、
三
月
末
ま
で
に
二

百
九
十
八
億
四
千
九
十
万
二
千
円

が
収
入
済
み
で
、収
入
率
は
九
四
・

五
パ
ー
セ
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一般会計予算歳出の推移
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特別会計および企業会計の収入・執行状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成１３年３月３１日現在 )

平成１２年度下半期の財政状況

予算総額３１５億円に
　市では、市の財政状況を市民の皆さんに広く知ってい
ただくため、毎年３回の公表を実施しています。今回は、
平成１２年度下半期（平成１２年１０月１日～平成１３年３月３１
日）の財政状況について、一般会計を
中心にお知らせします。
　平成１２年度の一般会計予算は、平成
１２年９月末現在の３０５億６９０万円に５回
の補正額１０億７，１８７万１千円を加え、総
額３１５億７，８７７万１千円となっています。
担当　　　　　財政課1０４６（２５２）８４０４
　　　　　　　　　　 5０４６（２５５）３５５０

３月末予算額補 正 額９月末予算額 款
１６，９７３，０６９３２３，２９３１６，６４９，７７６市 税 
２５６，２８０ ９，２８０２４７，０００地 方 譲 与 税
４６５，３４６９５，３４６３７０，０００利子割交付金
９６１，７８０△　 １８，２２０９８０，０００地方消費税交付金 
１，８４０４４０１，４００特別地方消費税交付金
３０３，２８５３３，２８５２７０，０００自動車取得税交付金

１８６，４５８４，４５８１８２，０００
国有提供施設等所在市町
村 助 成 交 付 金 等

７１０，８９１１８９，８９１５２１，０００地 方 特 例 交 付 金
３，４８７，１６４９５，９８２３，３９１，１８２地 方 交 付 税 
２６，３９６ ０２６，３９６交通安全対策特別交付金
３８２，３３２△　   ８，２４９３９０，５８１分担金及び負担金
３８３，６０８△ 　　　４０３８３，６４８使用料及び手数料

２，００３，８４８３６，７５３１，９６７，０９５国 庫 支 出 金
１，２２１，９０９△　   ６，１３８１，２２８，０４７県 支 出 金
３６，７９６△　 ３７，４１３７４，２０９財 産 収 入
５，０５７２，０５３３，００４寄 附 金

１，４３９，９２８４，５８７１，４３５，３４１繰 入 金
９０８，４８９４５８，４８９４５０，０００繰 越 金
５８９，０９５△ 　  ３，９２６５９３，０２１諸 収 入 

１，２３５，２００△   １０８，０００１，３４３，２００市 債 
３１，５７８，７７１１，０７１，８７１３０，５０６，９００合 計

執行率支出済額収入率収入済額予算額区　　分
％

８３．６
千円

６，６２８，４６９
％

８９．７
千円

７，１０８，６５２
千円

７，９２４，３８０
国民健康保険事業
特 別 会 計

８８．８５，１１２，７５９９０．９５，２３３，３９９５，７５７，１１４老人保健特別会計

６４．３３，１７２，８７０７４．４３，６７１，４１７４，９３３，４８１公共下水道事業
特 別 会 計

８５．１１，７８３，５２３９５．８２，００８，７８３２，０９６，１９４介護保険事業
特 別 会 計

１０２．６２，２２７，３５８（収入）
２，１６９，９９８水道事業会計

９４．４２，５２６，９９８（支出）
２，６７５，７４５

［（）内は、前年度数値を示す］
市の主な財産〇土　地　　　　　　　　　　　　　　 　８３２，６９２㎡（８２９，２９７㎡）
　　　　　　〇建　物　　　　　　　　　　　　　　 　２５３，３７２㎡（２５２，７７７㎡）
　　　　　　〇基　金　　　　　　　　　　　   ３５億２００万円（３６億３，９６３万円）
　　　　　　〇有価証券等　　　　　　　　　  ２億３，７１２万円（２億３，３７２万円）
市の負債　　〇市債の総額　　　　　　　　　３３７億８，８１８万円（３５１億７８０万円）
　　　　　　〇土地開発公社の借入金　土地等　 ２１億５，１０４万円（２２億２０万円）
　　　　　　〇県企業庁からの借入金　建物　７億３，７０２万円（１１億１，９６７万円）
※市債には、政府が総合経済対策として実施し減税施策による減収分を補てん
するための金額５０億８，２５９万円および平成９年度から交付されることになった
地方消費税交付金が平年並みに交付されないことによる減収分を補てんするた
めの金額６億５，７７２万円が含まれています。

３月末予算額補正額９月末予算額款

３１６，７２５△　 １３，１２６３２９，８５１議 会 費

５，３３０，８２７６７１，１８６４，６５９，６４１総 務 費

８，１７８，９８１１０９，４１９８，０６９，５６２民 生 費

３，５９６，２０１７９，３２１３，５１６，８８０衛 生 費

１６３，５９４△　 １２，６２１１７６，２１５労 働 費

１４０，４１３６，９４３１３３，４７０農林水産業費

２４０，３２７１，４１４２３８，９１３商 工 費

３，８１６，９６０△ １７５，７７９３，９９２，７３９土 木 費

１，５７３，１３６４８６１，５７２，６５０消 防 費

３，６８８，２１７３４，４７７３，６５３，７４０教 育 費

３，９６０，７９６△   ３８，６０９３，９９９，４０５公 債 費

３８，４７２△　 ４２，６３３８１，１０５諸 支 出 金

５３４，１２２４５１，３９３８２，７２９予 備 費

３１，５７８，７７１１，０７１，８７１３０，５０６，９００合 計
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※は、③７月２７日（金）市民健康センターの場合のみ

▽今月の該当者＝昭和９年７月生まれの方※該当者およ
び６７歳以上で、まだ医療証の交付を受けていない方は、
健康保険証と印鑑をご持参の上、手続きしてください。
ただし、心身障害者療養受診証をお持ちの方は、手続き
が不要です。

▽対象＝１５歳以上▽申込方法＝直接会場へ

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相
談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝７月５日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ方、子供の発
達について▽対象＝生後７カ月～８カ月児を持つ保護者
▽持ち物＝母子健康手帳、マグカップ、ティースプーン
▽申込方法＝電話予約

▽とき＝７月１７日（火）午後１時～２時▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成１３年３月生まれ

　市では、指定相談医を定め、無料で健康診査を実施し
ています。対象者には個人通知をしますので、あらかじ
め医療機関へ電話連絡の上、母子健康手帳をお持ちにな
り受診してください。

▽とき＝７月１０日（火）午後１時～２時▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成１０年１月生まれ▽持ち物＝母
子健康手帳

▽とき＝７月９日（月）▽ところ＝相武台前駅▽受付時
間＝午前１０時～正午、午後１時～３時３０分▽主催＝座間
ライオンズクラブ

▽対象＝市内在住で４０歳以上の寝
たきり状態の方▽実施方法＝申請
に基づき保健婦の訪問調査などと
ともに、訪問診療の必要性につい
て判断します▽費用＝訪問診療・
治療を受けた場合は、保険診療の
自己負担分をお支払いいただきま
す（訪問調査は無料）

◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時
　診療場所　相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）
　　　　　　1０４２(７５６)９０００
◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、
　　　　　　午後２時～４時４５分、
　　　　　　午後７時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター）
　　　　　　1０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター）　
　　　　　　1０４６（２５２）８２１７

電　話所在地医療機関名診療月日
1０４６(２５１)７１７１栗原シータン泌尿器科外科７月１日外

科 1０４６(２５５)３２１１東原１丁目座間厚生病院７月８日
1０４６(２５６)００１１相模が丘６丁目相 模 台 病 院７月１５日
1０４６(２５２)０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院７月１日婦

人
科

1０４６(２５５)３５４１入谷４丁目金子産婦人科７月８日
1０４６(２５３)３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科７月１５日

　救急診療　　　　　　

診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　（休日）午後１０時以降
診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９
　　　　　へお問い合せください。

問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）・5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。　

●休日診療
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▽とき＝①７月３日（火）②１９日（木）③２７日（金）▽
ところ＝①ひばりが丘南児童館②北地区文化センター③
市民健康センター▽申込方法＝電話予約（大腸がんは原
則として検診日の７日前まで）

▽とき＝７月４日（水）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝友達をつくりたい保護者のため
の教室です。赤ちゃんと楽しい遊びをします▽対象＝生
後３カ月～４カ月児を持つ保護者▽定員＝３０人▽持ち物
＝母子健康手帳▽申込方法＝電話予約

▽とき＝７月２６日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、子
供の発達や予防接種について▽対象＝生後５カ月～６カ
月児を持つ保護者▽持ち物＝母子健康手帳、スプーン▽
申込方法＝電話予約

▽とき＝７月２５日（水）午後１時～２時（受け付け）▽
ところ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
および相談など（※予防処置は、希望者のみで有料）▽対
象＝平成１１年６月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブ
ラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はありませんの
で、ご注意ください）

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成１１年１２月生
まれ◆歯科▽とき＝７月１１日、１８日いずれも水曜日午前
９時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民健康センター▽対象
＝平成１１年１１月生まれ

▽とき＝①７月６日②１３日いずれも金曜日午前９時３０分
～１０時３０分（受け付け）▽ところ＝①東地区文化センタ
ー②市民健康センター▽内容＝身体測定と食事・発育状
態・しつけについての相談▽持ち物＝母子健康手帳▽申
込方法＝直接会場へ

▽とき＝７月３０日（月）、８月１日（水）、８日（水）いずれ
も午後２時～４時▽ところ＝市立栗原プール▽対象＝市
内在住で障害のある小学４年～高校３年生の親子▽定員
＝各日７組▽費用＝各３００円（保険料）▽申込方法＝７
月１３日（金）までに直接または電話かファクスで担当へ

がん検診

高齢者医療の手続き

結核検診

成人・老人健康相談

なかよしベビークラス

赤ちゃん教室

もぐもぐ教室

２歳児歯科健康診査

４カ月児健康診査

８～１０カ月児健康診査

１歳６カ月児健康診査

３歳６カ月児健康診査

育児相談

街頭献血「愛の血液助け合い運動」月間

障害者のための水泳教室

在宅ねたきり老人等歯科診療

料　金受付時間対　象検診
９００円午前９時～１１時

４０歳以上の方
胃

５００円午前９時～１１時大腸

３００円
午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時

３０歳以上の
女性

乳

６００円午前９時～１１時子宮

ところ受付時間と　き
市民健康センター　午前９時３０分

　～１０時３０分
７月２３日（月）

東地区文化センター７月２４日（火）

ところ受付時間と　き

市民健康センター
午前９時３０分～１１時

７月１２日（木）
午後１時～２時３０分

○
県
立
栗
原
高
校

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

▽
と
き
＝
八
月
六
日（
月
）〜
十
日（
金
）午

後
一
時
〜
三
時（
全
五
回
）▽
内
容
＝
パ
ソ

コ
ン
入
門
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
使
い
方

▽
定
員
＝
二
十
人（
多
数
抽
選
）▽
費
用
＝

二
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）▽
申
込
方
法

＝
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
記
入
の
上
、七
月
十
九
日（
木
）ま

で
に
〒
２
２
８－

０
０
１
３
市
内
栗
原
２

４
８
７
県
立
栗
原
高
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
あ
て
郵
送
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同

校
1
０
４
６（
２
５
３
）２
９
２
０
へ

○
「
ナ
ビ
ィ
の
恋
」
を
上
映

▽
と
き
＝
七
月
六
日（
金
）午
後
七
時
開
演

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
▽

入
場
料
＝
一
般
千
二
百
円
（
前
売
り
＝
千

円
）
、十
八
歳
以
下
千
円（
前
売
り
＝
八
百

円
）
▽
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
＝
市
民
文
化

会
館
1
０
４
６（
２
５
５
）１
１
０
０
、
え

ぷ
ろ
ん
1
０
４
６
（
２
５
１
）
１
９
０
３

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
座
間
映
画
鑑
賞
会
1

０
４
６
（
２
５
４
）
２
７
７
４（
佐
藤
）

○
座
間
市
キ
ャ
ピ
ッ
ク
展
（
刑
務
所
作
業

　

製
品
展
示
即
売
会
）

▽
と
き
＝
七
月
十
三
日（
金
）〜
十
五
日（
日
）

い
ず
れ
も
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▽
と
こ

ろ
＝
市
民
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
い

合
わ
せ
先
＝
横
浜
刑
務
所
作
業
部
門
1
０

４
５（
８
４
２
）０
０
４
０

○
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ

　

ク
タ
ー
養
成
講
習
会
」
受
講
生
募
集

▽
と
き
＝
七
月
一
日（
日
）〜
十
二
月
六
日

（
木
）、日
曜
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
、木

曜
日
午
後
六
時
五
十
分
〜
九
時（
全
十
四
回
、

ほ
か
現
場
実
習
あ
り
）▽
と
こ
ろ
＝
市
公
民

館
ほ
か
▽
受
講
料
＝
三
万
円
▽
主
催
＝
市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
▽
申
込
方
法
＝

電
話
で
1
０
４
６（
２
５
１
）６
９
２
１（
藤

野
）へ

柏木　萌花       ちゃん

かしわぎ　ももか

Ｈ１２.１１.３生まれ　女
立野台１丁目

内田　萌子       ちゃん

う ち だ 　 も え こ

Ｈ１２.８.１５生まれ　女
入谷４丁目

 片野 　有希
かたの

    ちゃん

ゆ き

Ｈ１２.１１.２３生まれ　女
座間１丁目

末本　航輝       ちゃん

すえもと　こうき

Ｈ１３.２.２６生まれ　男
栗原中央２丁目

○と　き　７月１６日（月）午前９時～正午
○ところ　ひばりが丘第１自治会館
○内　容　応急手当の必要性、心臓マッサージ、人工呼吸法の習得ほか
○定　員　３０人（先着順）
○費　用　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　７月４日（水）午前１０時～正午（時間厳守）に電話で、健康
　　　　　　ざま普及員1０４６（２５２）９６３４（友野）へ
担当　　　　　　　　    市民健康課1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

○と　き　７月１１日（水）午後１時３０分～３時
○ところ　市公民館
○内　容　ごみの分別方法について
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

●夜間診療

予
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新しい世紀の改革を進める「道しるべ」�
第三次行政改革大綱および実行計画を策定�

新
た
な
行
政
改
革
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト�

　

第
三
次
行
政
改
革
大
綱
は
、
地

方
分
権
時
代
を
市
民
と
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推

進
す
る
た
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
･
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
や
職
員
一

人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
な
ど
へ
の

取
り
組
み
に
重
点
を
置
い
て
、
三

項
目
の
基
本
方
針
と
十
七
項
目
の

重
点
改
革
・
改
善
事
項
を
掲
げ
、

行
政
改
革
の
理
念
と
進
む
べ
き
方

向
性
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
推

進
期
間
を
お
お
む
ね
平
成
十
七
年

度
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
同
行
政
改
革
大
綱
の
概

要
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、

行
政
改
革
の
根
幹
を
成
す
基
本
方

針
と
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め

に
定
め
た
重
点
改
革
・
改
善
事
項

（
重
要
で
具
体
的
な
取
り
組
み
内

容
・
方
法
）
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
（
左
図
参
照
）。

行政改革大綱の体系�

第
三
次
行
政
改
革
大
綱
体
系
図�

行政改革大綱の体系�
基 本 方 針 �

1　将来を展望した地方分権型の行財政運営の推進�

（１）事務事業の合理的・効率的な見直し�
（２）民間活力の導入�
（３）行政サービスの充実�
（４）事業評価システムの導入�
（５）職員の能力開発などの推進�
（６）広域行政への対応�

≪重点改革・改善事項≫�

2　市民と協力して進める市政の確立�

（１）責任領域と役割分担の見直し�
（２）複雑多様化する市民ニーズに即応す
　　　る施策の推進�
（３）市民参加による市政の推進�
（４）行政手続きの適正化�
（５）環境保全の推進�

3　簡素で効率的な行財政システムの再構築�

（１）財政運営の効率・健全化�
（２）財政基盤の強化�
（３）企業会計手法の導入�
（４）時代に即応した組織・機構の見直し�
（５）公社など外郭団体の効率的運営およ
　　　び改善�
（６）定員管理、給与制度の適正化�

　

市
で
は
、
従
来
か
ら
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
昭
和
六
十
年
九
月
に
は
第
一
次
行
政

改
革
大
綱
を
、
そ
し
て
、
平
成
八
年
三
月
に
は
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
、
行
財
政
運
営
の
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
改
革
・
改
善
、
適
正
化
に
間
断
な
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
市
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
行
財
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
見
直
す
こ
と
が
課
題
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
行
政
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
事
務
事
業
な
ど
を
見
直
す
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
聴
取
や
市
行
政
改
革
審
議
会
（
清
水
完
至
会
長
）
か
ら
の
答
申
を
受
け
て
、
第
三

次
行
政
改
革
大
綱
を
本
年
二
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
改
革
改
善
項
目
を

定
め
た
実
行
計
画
を
五
月
に
策
定
し
、
新
し
い
世
紀
の
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課
1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
２
８
９

　

実
行
計
画
は
、
第
三
次
行
政
改

革
大
綱
に
掲
げ
た
行
政
改
革
の
理

念
や
進
む
べ
き
方
向
性
を
具
体
化

し
、
実
現
に
向
け
た
方
策
を
示
し

た
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
実
行

計
画
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

改
革
大
綱
の
基
本
方
針
と
重
点
改

革
・
改
善
事
項
の
具
体
化
を
図
り
、

行
財
政
全
般
に
わ
た
る
幅
広
い
行

政
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

目
標
達
成
年
度
を
定
め
た
百
六
十

四
項
目
の
改
革
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を

必
要
と
す
る
も
の
や
政
策
的
な
重

要
課
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題

を
専
門
に
調
査
研
究
す
る
八
つ
の

改
革
改
善
専
門
部
会
を
設
け
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針�

　

地
方
分
権
は
、
地
方
自
治
体
が

自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
て
、
個

性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社

会
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
方
分
権

時
代
に
対
応
で
き
る
職
員
の
意
識

改
革
や
合
理
的
・
効
果
的
な
事
務

事
業
の
執
行
の
た
め
の
見
直
し
な

ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

新
た
な
行
政
需
要
に
対
し
、
適

切
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効

果
的
に
活
用
し
た
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹

底
や
組
織
・
機
構
の
簡
素
化
な
ど

を
図
り
、
財
政
運
営
の
健
全
化
を

推
進
す
る
た
め
、
受
益
と
負
担
の

公
平
性
と
公
正
性
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　

多
様
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
な
ど
に
対
し
、
市
民
と
行
政
が

理
解
と
協
力
の
下
、
役
割
分
担
の

見
直
し
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
行

政
へ
の
市
民
参
加
の
拡
充
を
図
る

た
め
、
情
報
の
提
供
や
行
政
手
続

の
充
実
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

実
行
計
画
の
概
要
を
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
に
、
基
本
方
針
お
よ

び
重
点
改
革
・
改
善
事
項
と
、
そ

の
事
項
に
対
応
す
る
主
な
改
革
改

善
項
目
を
ま
と
め
る
と
、
下
記
一

覧
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

実
行
計
画
で
は
、
第
三
次
行
政

　

実
行
計
画
の
期
間
は
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま
で

の
三
カ
年
と
し
、毎
年
、ロ
ー
リ
ン

グ
方
式
で
改
革
改
善
項
目
を
見
直

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
行
政
改

革
の
推
進
状
況
と
併
せ
て
概
略
図

で
示
し
た
の
が
右
下
図
で
す
。

○
○
課�

行政改革推進状況および第三次実行計画期間概略図�

第二次行政改革�第一次行政改革� 第三次行政改革�

昭和60年～� 平成8年度～平成12年度� 平成13年度～おおむね平成17年度�
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第二次行政改革大綱�
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Ⅱ　重点改革・改善事項の件数および構成比�

事務事業�
53％�

（111件）�

財政運営�
15％�
（31件）�

組織�
11％�
（23件）�

定員管理�
3％�

（7件）�

行政運営�
7％�

（14件）� 行政サービス�
11％�
（22件）�

事務事業の見直し�

財政運営の健全化�

時代に即応した組織・機構�
の見直し�

定員管理および給与の適正�
化の推進�

効果的な行政運営と職員の�
能力開発の推進�

行政の情報化の推進などに�
よる行政サービスの向上�

18,645

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000 1,200,000 1,400,000

74,421

216,662

1,031,317

1,232,009

行政の情報化の推進などによる�
行政サービスの向上�

単位：千円�

時代に即応した組織・機構の�
見直し�

定員管理および給与の適正化の�
推進�

財政運営の健全化�

事務事業の見直し�

Ⅰ　重点改革・改善事項別検討項目効果額�

5年度� 6年度� 7年度� 8年度� 9年度�10年度�11年度�12年度�
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10,000,000

15,000,000
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市債の推移�
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行行行行行行行行行行行行行行行行行
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画画画画画画画画画画画画画画画画画
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主な改革改善項目（抜粋）１７項目の重点改革・改善事項（推進方法）

・公共料金事前通知サービスの導入 ､成人の日記念事
　業の見直し、設計事務の効率化、漏水調査執行方法
　の見直しほか
・放置自転車対策の推進、防犯灯管理業務の委託ほか
・公共施設の年間開放の導入、防災情報システムの整
　備ほか
・事業評価システムの導入
・地方分権時代に即応し得る政策形成などの研修の強
　化、「予算決算会計規則」の研修制度ほか
・公共施設の広域的利用の検討、広域行政の在り方の
　研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  計計１１０１１０項項目

☆将来を展望した地方分権型の行財政運営の
　推進
○事務事業の合理的・効率的な見直し

○民間活力の導入
○行政サービスの充実

○事業評価システムの導入
○職員の能力開発などの推進

○広域行政への対応

・国際交流協会の組織の見直しおよび事務執行体制の
　充実、自主防災組織の育成方法の見直しほか
・福祉の総合相談窓口の設置、子育て家庭への支援拠
　点の設置、公共施設のバリアフリー化の推進ほか
・ニュースポーツ事業展開のための指導者育成、市民
　参加による緑地づくりの推進ほか

・ISO認証取得による環境に対する取り組み、ごみの
　減量化の推進、地球温暖化対策の効果的な推進ほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２９項目

☆市民と協力して進める市政の確立
○責任領域と役割分担の見直し

○複雑多様化する市民ニーズに即応する施策
　の推進
○市民参加による市政の推進

○行政手続きの適正化
○環境保全の推進

・市債務の解消、庁用車台数の適正化と軽車両化、学
　校給食大型備品のリース方式の採用ほか
・水道料金の未収金徴収方法の改善、各種補助金など
　の見直し、市税等収納向上対策ほか
・企業会計手法の研究・導入
・地方分権時代に即応した組織の見直しほか
・公社、財団など外郭団体の自主・独立性・透明性の
　確保および効率化・活性化のための指導、スポーツ・
　文化振興財団の管理運営の充実ほか
・定員管理計画および職員採用計画の策定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２５項目

☆簡素で効率的な行財政システムの再構築
○財政運営の効率・健全化

○財政基盤の強化

○企業会計手法の導入
○時代に即応した組織・機構の見直し
○公社など外郭団体の効率的運営および改善

○定員管理、給与制度の適正化

第三次行政改革大綱に基づく主な改革改善項目一覧表

　市の行政改革の取り組みは、「第二次座間市行政改革大
綱」に基づいて進められ、具体的な取り組み内容や方法
は、平成８年度から１２年度までの５年間を推進期間とし
た「改革・改善計画」によって実施してきました。この
５年間に取り組んだ具体的な行政改革の成果は、次のグ
ラフのとおりです。

《主な改革改善内容》
○高度化された情報通信技術を活用し、財務会計システムの
　構築や上・下水道台帳をデジタル化するなど、事務の省力
　化や委託費の削減を図りました。
○行政運営の効率化や市民サービス向上などの観点から、市
　営自転車駐輪場やコミュニティセンターの管理など、適当
　と考えられる事業について民間などへの委託の拡大を図り
　ました。

《年度別の効果額》

平成８年度
平成９年度
平成１０年度
平成１１年度
平成１２年度
　合　計

４件
６件
１５件
１２件
１１件
４８件

３８，８６８千円
９，４３７千円

９６４，４７４千円
１８９，４０２千円
２９，８２８千円

１,２３２,００９千円

事務事業の見直し

《主な改革改善内容》
○市債の抑制と繰上償還などによる早期債務の解消および、市債の借り
　換えによる利子の軽減を図るなど、財政基盤の強化と財政運営の健全
　化に努めました。
○受益と負担の公平の観点から、道路占用料、下水道使用料などの使用
　料および住民票の写し、印鑑証明など手数料の見直し、また、扶助料
　などの適正化を図りました。

《年度別の効果額》

平成８年度
平成９年度
平成１０年度
平成１１年度
平成１２年度
　合　計

３件
６件
７件
７件
６件
２９件

１７３,７８５千円
２８０,３５６千円
４１０,５８４千円
８５,５６４千円
８１,０２８千円

１,０３１,３１７千円

財政運営の健全化

《主な改革改善内容》
○介護保険制度や地方分権など、新たな行政課題や市
　民ニーズの多様化・高度化に適時・適切に対応する
　ため、機能性に富み、市民に分かりやすい組織・機
　構の見直しを図りました。また、平成１１年４月から
　「１３部５４課１１５係」を「１１部５４課１０６係」としました。

《年度別の効果額》

平成１１年度 ２件 ７４,４２１千円

時代に即応した組織・機構の見直し
《主な改革改善内容》
○職員提案制度の見直しや地方分権対応の推進員の創設など、自
　発的に事務改善する職場環境づくりを推進し、行政運営プロセ
　スの改善と公務能率の向上を図りました。
○新たな行政課題に対応する人材育成と職員能力の向上を目指し、
　政策形成研修（１４４人）、ＩＳＯ１４００１研修（４５３人）、セクシャル・
　ハラスメント防止研修（９３人）、パソコン研修（２７０人）、グル 
　ープ研修（１４４人）など、時代に即応した専門的・政策的研修の
　強化を図りました。

効率的な行政運営と職員の能力開発の推進

《主な改革改善内容》
○市民ニーズの多様化などによる安易な定員増を抑制しつつ、適正な職員定数
　の維持に努めました。
○退職手当支給率、旅費日当、特殊勤務手当の見直し、早期退職制度および残
　業総量規制の継続実施など、給与制度と運用の適正化に努めました。

《年度別の効果額》

平成８年度
平成１０年度
平成１１年度
平成１２年度
　合　計

１件
２件
３件
１件
７件

５２,５８８千円
１７,０２６千円
１０３,２５３千円
４３,７９５千円
２１６,６６２千円

定員管理および給与の適正化の推進

《主な改革改善内容》
○高度情報通信技術などの活用により「住民票の写しおよび印鑑証明の自動交
　付機を設置」「戸籍事務コンピュータ化」「公民館などを含めた図書貸し出
　し事務のオンライン化」など、行政サービスの向上と事務の効率化・高度化
　を図りました。
○市ホームページの開設とその内容の充実に努めました。

《年度別の効果額》

平成１０年度
平成１１年度
平成１２年度
　合　計

２件
１件
２件
５件

３,４４７千円
２２０千円

１４,９７８千円
１８,６４５千円

行政の情報化の推進などによる行政サービスの向上

○○○○○○○○○○○○○○○○○
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※公債比率……使途が指定されていない一般財源総額に占める公債費（地方公
　共団体の借り入れに対する元金などの償還額）の比率

葬葬

祭祭

具具

貸
出
事
業
の
ご
案
内

使用料（消費税込み）祭　壇

２１，８４０円１号（５段飾り）

２７，３００円２号（５段飾り）

３２，５５０円３号（４段飾り団地サイズ）

１８，２７０円４号（５段飾り）

※亡くなられた方が、次の
場合は祭壇使用料が免除に
なります。
①７７歳以上の方②原子爆弾
被爆者③身体障害（児）者
④知的障害（児）者⑤母子
家庭の母子⑥被保護世帯の
方

●祭壇使用料●

　

市
で
は
、
市
民
の
方
が
不
幸
に

し
て
亡
く
な
ら
れ
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ご
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庭
に
、

安
い
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げ
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る
よ
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、
祭
壇
の
貸
し
出
し
（
飾

り
付
け
）
と
葬
祭
具
付
属
品
の
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
壇
使
用
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葬
祭
具
付
属
品

の
費
用
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
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用　

①
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ひ
つ
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、
位
は
い
、
骨
つ
ぼ
、
線
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ろ
う
そ
く
、香
典
帳
、そ
の
他
）
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四
万
六
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円
程
度

○
申
込
方
法　

直
接
担
当
へ

　

な
お
、
市
で
は
祭
壇
の
貸
し
出

し
と
付
属
品
の
販
売
の
み
行
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
次
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こ

と
は
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、
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祭
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ど
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頼
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僧
り
ょ
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葬
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と
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▼
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マ
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ク
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真
▼
そ
の
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花
、
果
物
、
盛

り
菓
子
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ラ
イ
ア
イ
ス
な
ど
）

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市内の催しや行政情報などは、『インターネットのホームページ』http://web.infoweb.ne.jp/city-zama/、『座間テレホンニュース』1０４６（２５１）９０００でも案内しています。
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「統計グラフコンクール」作品募集

平成１３年版「統計要覧」を刊行

代替地登録制度 土地提供者を募集

水環境の保全のために
分解性の高い石けんの使用を

　市では、石けん使用拡大など水環境

保全のための対策を進めています。

　合成洗剤は、主に石油を原料として

作られます。このため、分解性に問題

があるほか、環境ホルモンとの関連も

問題になっています。一方、石けんは

動・植物油脂を原料として作られてい

事業者の皆さん！
労働時間の管理を適正に

生産緑地地区の指定申し出相談

市民農園利用者を募集

生きがい対応型
デイサービス事業参加者募集

○と　き　毎週１回午前１０時～午後３

　時

○ところ　市内の「老人憩いの家」

○内　容　心身機能の維持向上などを

　目的としたレクリエーションやクラ

　ブ活動

○対　象　おおむね６０歳以上の虚弱な

　方や家庭内に閉じこもりがちな方

○参加費　無料（クラブ活動などの材

　料費や食費は自己負担）

○申込方法　直接担当へ

担当　　　　　　　　　　高齢対策課

   　1０４６（２５２）７１２７ 5０４６（２５２）８２３８

電動式生ごみ処理機・生ごみ処理容器
購入費補助金制度

「秋の美化デー」日程のお知らせ

「公園・広場・街かど花づくり運動」
参加者募集

犯罪や非行のない明るい街へ
社明運動推進大会

子供の火遊び・花火による火災を防ごう

　子供の火遊びによる火災は、大人が

いないときや、人目に付きにくい場所

で多く発生し、発見が遅れ被害が大き

くなることがあります。火災防止のた

め、大人が次の点に注意しましょう。

○マッチやライターなどは、子供の手

　の届く所に置かない

○子供を残して外出したり、車を離れ

　たりしない

教育教養研修公開講座

親子・女性水泳教室

第３０回市総体水泳競技

○と　き　８月１２日午前９時受付開始

　（雨天決行）

○ところ　市立立野台プール

○種　目

○参加資格　市内在住・在勤・在学者

○参加費　小・中学生２００円、高校生・

　一般４００円（いずれも保険料を含む）

○申込方法　７月３０日までに電話で同

　大会事務局 1０４６（２９３）７３５１・０９０（４２２ 

　０）７６３９（福寿谷）へ

担当　　　　　　　　　　スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

○募集内容　▽小学１年～４年生＝観

　察結果をグラフにしたもの▽小学５

　年～中学生＝観察結果または統計資

　料をグラフにしたもの

○応募規定　Ｂ２版の画用紙などで作

　製し色彩は自由。作品の裏面には利

　用した統計資料や観察記録、作品の

　下部には応募票（①表題②市町村名

　③学校名④学年⑤性別⑥氏名を記載）

　を張り付け

○対　象　市内在住の小・中学生　

○応募先　２学期の始めに、市内の学

　校在学者は学校へ提出、市外の学校

　在学者は直接または郵送で〒２２８-８５

　６６市役所企画政策課へ提出

○賞　品　入賞者には賞状・副賞など ､

　また ､ 応募者全員に記念品を進呈

担当　　　　　　　　　　企画政策課

   　1０４６（２５２）８３７９ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、このほど平成１３年版「統計

要覧 ｣（Ａ４版１４３ページ）を刊行しまし

た。この要覧は、市の人口をはじめ ､

産業 ､ 経済、教育、文化など市勢の現

況に関する統計数値を、可能な限り最

新のデータで幅広く収録しています。

　市役所１階市民情報コーナーや市立

図書館で閲覧できるほか、ご希望の方

には、市民情報コーナーで１冊８５０円

（消費税込み）で販売していますので、

どうぞご利用ください。

担当　　　　　　　　　　企画政策課

   　1０４６（２５２）８３７９ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、公共施設の整備に伴う公共

用地の取得を円滑にするため、「代替

地提供希望者の登録制度」を設けてい

ます。この制度は、市内や近隣市に土

地を所有し、市に土地を譲っていただ

ける方に事前に登録していただき、公

共用地提供者（被買収者）の希望する代

替地に充てさせていただくものです。

　代替地として提供していただいた場

合の譲渡所得税は、現在１５００万円を限

度額とした特別控除の対象となり、一

般の譲渡よりも優遇されます。

　登録方法など詳しくは、担当へ。

担当　　　　　　　　　　　　用地課

   　1０４６（２５２）８５３７ 5０４６（２５５）３５５０

るため、環境への負荷を軽減すること

ができます。

　石けんなど、分解性の高い洗剤の使

用の促進について、市民、事業者の皆

さんのご協力をお願いします。

担当　　　　　　　　　　環境保全課

   　1０４６（２５２）８２１４ 5０４６（２５７）７７４３

　去る４月６日厚生労働省によって、

「労働時間の適正な把握のために使用

者が講ずべき措置に関する基準」が策

定されました。

　この基準では、始業・終業時間の確

認および記録方法、労働時間に関する

書類保存、労働時間の管理者の職務お

よび労働時間短縮推進委員会などの活

用についての基準が示されています。

事業者はこの基準に基づき、労働時間

の適正な管理に努めましょう。

　詳しくは、神奈川労働局 1０４５（２１１） 

７３５１または各労働基準監督署へ。

担当　　　　　　　　　　　　産業課

   　1０４６（２５２）７６０４ 5０４６（２５５）３５５０

○と　き　７月２日～１１日いずれも午

　前８時３０分～午後５時（土曜・日曜日

　を除く）

○ところ　市役所２階産業課

担当　　　　　　　　　　　　産業課

   　1０４６（２５２）７６０１ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、市民の皆さんに野菜や花作

りを通して、自然や収穫の喜びに触れ

ていただくため、市内の農地を借り上

げ「市民農園」を開設しています。

○利用期間　８月１日～平成１７年２月

　２８日

○所在地　座間２丁目２３４０－１（西中

　学校北側）

○募集区画数　約４０区画（１世帯１区

　画、多数抽選）

○対　象　市内在住者（すでに利用し

　ている方の応募は不可）

○費　用　年額５４００円

○申込方法　担当または各出張所に備

　え付けの申込書に必要事項を記入の

　上、７月２日から１１日までに担当へ

　郵送または持参

担当　　　　　　　　　　　　産業課

   　1０４６（２５２）７６０１ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、「電動式生ごみ処理機」お

よび「生ごみ処理容器」を購入する世

帯に購入費の補助をしています。

　なお、「電動式生ごみ処理機」と「生ご

み処理容器」では申込方法が異なりま

すのでご注意ください。また、購入後の

申し込みは補助の対象となりません。

　申込方法など詳しくは、担当へ。

担当　　　　　　　　　　資源対策課

   　1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

　「秋の美化デー」が、自連協と市の協

議により次のとおり決まりました。

○東部地区　１０月１４日（日）（予備日

　１０月２１日（日））

○西部地区　１１月１１日（日）（予備日

　１１月１８日（日））

　詳細は本誌１０月１日号に掲載予定で

す。皆さんのご協力をお願いします。

担当　　　　　　　　　　資源対策課

   　1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

　｢ 座間市に緑を育てる市民の会 ｣ は、

公園など公共地への植栽や花いっぱい

運動など、市の緑の保全や緑化を推進

する市民団体です。

　今年から新規事業として、ボランテ 

ィア活動への賛同者と市内の公園に花

を植え管理していく、市民主体の「公

園・広場・街かど花づくり運動」を実

施します。花植え時期は７月と１１月ご

ろで、水やり、草取りなどの管理をし

ていく予定です。

　事業に協力していいただける方は、

７月１９日までに担当へご連絡ください。

担当　｢ 座間市に緑を育てる市民の会 ｣

　事務局（公園緑地課内）

   　1０４６（２５２）７２２１ 5０４６（２５２）８６８４

　７月は ｢社会を明るくする運動月間 ｣

＝社明運動月間です。この運動は、犯

罪の防止や罪を犯してしまった人の更

生を支えるため、触れ合いのある明る

い地域づくりを目指して、毎年全国で

実施されているものです。市では、こ

の社明運動に合わせ「社明運動推進大

会」を開催します。

○と　き　７月１３日午後１時～

○ところ　市民文化会館

○内　容　式典、講演

○講　師　県警本部生活安全対策室長

担当　　　　　　　　　　社会福祉課

   　1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

○子供の火遊びを見掛けたら、注意し

　てやめさせる

　また、夏は子供たちが花火に接する

機会も多くなります。次の点に注意し

て、正しく遊ばせましょう。

○必ず大人が付き添い、注意書きや使

　用方法をよく確認する

○人や家に向けない

○燃えやすいもののある場所や風が強

　いときは遊ばせない

○水の入ったバケツを用意し、必ず片

　付けをする

担当　　　　　　　　消防本部予防課

 　　　　　　1０４６（２５６）２２１１内線２３４

○と　き　７月２３日午後２時～４時１０分

○ところ　総合福祉センター研修室

○内　容　子どもの心を知るために

○講　師　横浜市栄保健所子ども・家

　庭支援センター臨床心理士　梶原千

　遠さん

○定　員　７０人（先着順）

○受講料　無料

○保　育　あり（原則２歳以上）

○申込方法　電話で担当へ

担当　　　　　　　　　　教育研究所

   　1０４６（２５６）１９３９ 5０４６（２５９）２１６３

○と　き　８月２日～４日いずれも午

　前９時３０分～１１時３０分

○ところ　市立栗原プール

○対　象　市内在住の小学生以上の親

　子・成人女性

○定　員　２０人程度

○費　用　１人３００円（保険料）

○申込方法　往復はがきに住所、氏名、

　電話番号を記入の上、７月２５日まで

　に〒２４２-０００６大和市南林間７- ７- ３

　「福寿谷智」あて郵送

担当　　　　　　　　　　スポーツ課

   　1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

競技種目参加者区分

２５㍍ 自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・

バタフライ、１００㍍ リレー
小学１・２年生

５０㍍ 自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフ

ライ、２００㍍ リレー・メドレーリレー

※メドレーリレーは５・６年生のみ

小学３・４年生

小学５・６年生

１００㍍ 自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バ

タフライ、２００㍍ 個人メドレー、

４００㍍ リレー・メドレーリレー

中学・高校生

５０㍍ 自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライ、

２００㍍ 個人メドレー、２００㍍ リレー・メドレー

リレー※個人メドレーは３０歳未満のみ

一般男女
（３０歳未満）
一般男子

（３０歳以上）
５０㍍ 自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・

バタフライ

４０歳以上の男子
３０歳以上の女子
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第３０回市総体ソフトテニス競技

ボランティア体験講座

ボランティア体験サマースクール

「介護者の集い」日帰り旅行

市立図書館
ひまわり号巡回日程

▼ひばりが丘南児童館＝７日・２１日午

後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目

第２多目的広場＝５日・１９日午前１０時

３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝５日午

後２時３０分～３時４５分▼ＮＴＴ大塚本町

アパート＝１１日・２５日午前１０時３０分～

１１時３０分▼栗原小学校＝４日午後２時

３０分～３時４５分▼東原共同住宅＝１２日 

・２６日午前１０時３０分～１１時３０分▼相模

が丘４丁目多目的広場＝１３日・２７日午

前１０時３０分～１１時３０分▼相模野小学校

＝６日午後２時３０分～３時４５分▼中原

小学校＝１１日午後２時３０分～３時４５分

▼東原小学校＝１３日午後２時３０分～３

時４５分

　雨天の場合は巡回を中止します。ま

た、学校への巡回は時間が変更になる

場合があります。

担当　　　　　　　　　　市立図書館

　 　1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

７月に納めるのは

▽固定資産税・都市計画税（第２期）

▽国民健康保険税（第２期）▽国民年

金保険料（第４期）

※最寄りの指定金融機関、郵便局、市役

所または各出張所で納めてください。

※使用料などもお忘れなく。

◆夏休み特別おはなし会
○と　き　７月２９日午前１１時～正午

○内　容　おはなし、パネルシアター、

　ペープサートなど

○対　象　幼児～小学生（保護者同伴可）

○定　員　１００人（先着順）

○申込方法　直接または電話で同館へ

○と　き　７月２２日午前９時～（雨天

　の場合は２９日）

○ところ　ひまわり公園テニスコート

○種　目　Ａ級およびＢ級男子・女子

　ダブルス

○競技方法　予選リーグ・決勝トーナ

　メント、７ゲームマッチ

○参加資格　市内在住・在勤・在学者

　および市ソフトテニス協会員・協会

　加盟団体員

○申込方法　担当に備え付けの申込用

　紙に必要事項を記入の上、７月８日 

　（必着）までに〒２２８-００１４栗原中央

　２- ７-１３「小野俊幸」あて郵送

　詳しくは、1０４６（２５４）４６９８（小野）へ。

担当　　　　　　　　　　スポーツ課

   　1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

○と　き　８月１日～３１日の期間で都

　合の良い３日間（土曜・日曜日と１３

　日～１７日を除く）

○ところ　市立もくせい園

○内　容　知的障害者の作業やスポー

　ツなどの援助

○対　象　高校生以上

○定　員　１日３人まで

○費　用　１日３８０円（昼食代）

○申込方法　７月２３日までに電話で担

　当へ

担当　　　　　　　　市立もくせい園

   　1０４６（２５３）０８０４ 5０４６（２５４）７７１７

○と　き　①事前研修＝７月２３日午後

　１時～４時②施設体験学習＝７月２４

　日～８月２４日の期間で２～３日間③

　まとめ＝８月２７日午前１０時～正午

○ところ　①③総合福祉センター②市

　内老人ホーム、障害者施設、保育園

○定　員　１００人（先着順、全日程参加

　できる方優先）

○申込方法　７月５日、６日いずれも

　午後４時～６時と７日午後１時～５

　時に、所定の申込用紙に必要事項を

　記入の上、本人が直接担当へ

担当　市社会福祉協議会ボランティア

　センター

1０４６（２６６）２００２ 5０４６（２６６）２００９

○と　き　８月２３日午前９時（市役所

　ロータリー集合）～午後４時

○ところ　箱根方面

○対　象　介護保険法の要介護度４・

　５の認定者（６５歳以上）を在宅で介

　護している市内在住者

○費　用　１５００円

○申込方法　７月１６日までに電話で担当へ

担当　　　　　　　市社会福祉協議会

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

市立図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

市立青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

◆市社会福祉協議会臨時職員
○募集人員　１人

○応募資格　４０歳以下で普通自動車運

　転免許を有する社会福祉主事資格所

　持者

○内　容　福祉に関する事務

○採用時期　７月中旬以降

○勤務時間　月曜～金曜日の午前８時

　３０分～午後５時

○賃　金　市社会福祉協議会嘱託職員

　及び臨時職員等就業規程による

○応募方法　市販の履歴書（写真添付）

　に必要事項を記入の上、７月９日、

　１０日のいずれも午前９時～正午まで

　に本人が直接担当へ

○選考方法　書類選考および面接

担当　　　　　　　市社会福祉協議会

　 　1０４６（２６６）１２９４ 5０４６（２６６）２００９

不要品バンク�
担当　　　市民生活課�

1046(252)8158
5046(255)3550

相談はいずれも無料です。

と　こ　ろと　　　き区　分

３階相談室
法律相談は、いずれも
定員になり次第、締め
切ります。

毎月第２・第４火曜日午後６時３０分～９時と
第３・第４木曜日午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）。2 日午前８時３０分から
今月分を受け付け〉

１０・１９
・２４・
２６日

法　律
（予約制）

毎月第２火曜日　午前９時～正午１０日

法　務
（人権・
戸籍・
登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１９日行　政

毎週月・水・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

消　費
生　活

毎月第３火曜日　午後１時３０分～４時３０分１７日
行　政
書　士
（相続・
遺言） 担当　市民生活課1０４６（２５２）８１５８

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１９日駐留軍
離職者 担当　産業課1０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１９日高年齢
者職業 担当　高齢対策課1０４６（２５２）７１２７

1０４６（２５５）０５００
（電話相談）

毎週火曜・木曜日
午前９時～１１時３０分と午後１時～３時３０分

子育て相談
ホットライン

今月は実施しません。婦　人

１階児童課内毎週月～金曜日　午前９時～午後３時母　子
生　活 担当　児童課1０４６（２５２）７２０１

１階国保年金課内 毎月第２月曜日　午前１０時～午後３時９日
年　金

担当　国保年金課1０４６（２５２）７０３５

市立青少年センター内
青少年相談室

毎週月～金曜日　午前９時～午後４時
青少年

担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７

市立青少年センター内
教育研究所

毎週月～金曜日　午前１０時～午後４時
教　育

担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

総合福祉センター
毎月第１～第４土曜日
午前９時～午後３時

７・１４
・２１・
２８日結　婚

担当　市社会福祉協議会1０４６（２６６）１２９４

使　用　料（１泊）
区分

その他座間市民・清川村民
２，５２０円１，６８０円４人用
３，１５０円２，１００円  ５〃
３，７８０円２，５２０円  ６〃
４，４１０円２，９４０円  ７〃

土金木水火月日
７６５４３２１

←　受付終了　→
１４１３１２１１１０９８
×○×○○×○
２１２０１９１８１７１６１５
×××△××△
２８２７２６２５２４２３２２
×△○○△××

３１３０２９
○××

土金木水火月日
４３２１
×○×○
１１１０９８７６５
×△△△△△×
１８１７１６１５１４１３１２
××○○△△×
２５２４２３２２２１２０１９
×△○○○△○

３１３０２９２８２７２６
○○○○○△

※申し込みは１週間前までに。

※車でのご来場の際は、市駐車場をご利用ください。

担当　青少年課1０４６（２５３）８４１５

　　　　　　　5０４６（２５９）２１６３

※上記の金額には、消費税が含まれています。

○＝まだ余裕があります　△＝早めにお申し込みください　×＝満室です

７
月

８
月

市立�

清川自然の村�
〈バンガロー利用状況〉�

6月21日現在�

　 　1０４６（２６６）２００１ 5０４６（２６６）２００９

７月の相談日

◇お譲りします

自転車（２２インチ）、換気扇、台車、扇風

機、製図板、サーキュレーター、本棚、座

卓、五月人形、会議用テーブルといす、

電子オルガン、大人用机、電子ピアノ、

布団干し、ひな人形、炊飯器、掃除機、ベ

ビーカーＢ、ベッド、ローテーブル、二連

はしご、パソコンラック、パソコンチェ

ア、ひばりが丘高校女子制服一式

◇希望します

子供用テーブル、自転車（１４インチ～大

人用）、歩行器、三輪車、剣道防具一式、

ベビーシート、ジュニアシート、幼稚園

制服（栗原、やなせ、相武台、東原）、テレ

ビ、ベビーラック、マウンテンバイク、

学習机用のいすとスタンド、パソコン

一式、ミシン、ピアノ、子供用たんす、冷

蔵庫、キーボード、クーファン、ベビーカ

ーA、ベビーベッド、ベビーバス、三味線

◆講演会「考えよう子どものこと～ど
　うして学校行けないの？」
○と　き　７月２６日午後２時～４時

○内　容　学校に行けないことを罪悪

　感や引け目として受け止めがちな大

　人の姿勢について考えます

○講　師　佼成病院心理室カウンセラ

　ー　内田良子さん

○対　象　子供の登校拒否・不登校に

　ついて悩みを持つ方、関心のある方

○定　員　３０人（先着順）

○申込方法　７月２４日までに直接また

　は電話かファクスで同センターへ

◆ＫＩＤＳアウトドア王国～中庭をフ 
　ィールドに思いっきり遊ぼう
○と　き　７月２１日（午後１時集合）～

　２２日（午後１時解散）［１泊２日］

○内　容　同センター中庭でテントを

　張り、野外炊飯、ゲームを楽しむ（雨

　天の場合は室内プログラムを実施）

○対　象　小学生

○定　員　２５名（先着順）

○費　用　１０００円（野外炊飯材料代）

○持ち物　着替え（長袖長ズボン一組

　含む）、洗面用具、軍手、タオル、

　寝袋（タオルケット）、上履き、保

　険証の写し、皿、スプーン、米２合

○協　力　グレート・オブ・ネイチャ

　ー・クラブ員

○申込方法　７月１５日までに直接また

　は電話で同センターへ

バンガロー使用料金表



広報�

7.1
【座間市のお知らせ】

◆平成１３年（２００１年）７月１日発行
◆座間市企画部市民情報課編集
　〒２２８-８５６６　神奈川県座間市緑ヶ丘１-１-１
　1０４６（２５５）１１１１（代） 5０４６（２５５）３５５０
　URL：http://web.infoweb.ne.jp/city-zama/
　i モード：http://web.infoweb.ne.jp/city-zama/m/

二重唱でメンデルスゾーンはいかが…
ドイツリートを歌う

○と　き　７月１１日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　歌の翼に・君をしのぶ・ゆけわがそよ風
○演奏者　ソプラノ　小川ナオコさん、原田展子さん
　　　　　ピアノ　月足恭子さん　

　

座
間
市
と
相
模
原
市
の
教
育
委
員
会
で
は
、

相
模
女
子
、
女
子
美
術
、
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の
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大
学
と

総
合
電
子
専
門
学
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。
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容
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校
の
特
色
を
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た
プ
ロ
グ
ラ
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左
表
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り
、

会
場
は
各
学
校
で
、
講
師
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学

市民大学を�
開講します�

相模女子大学コース
●開講式　７月２５日（水）午前１０時～正午　　
●開講記念講演　テーマ「健康な高齢者になるには」
●講　師　森川景子さん（相模女子大学教授）

＜教材費＞　以下のテーマは教材費が必要です。
「古筆へのいざない」　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０００円
「インテリアを計画する―リフォームと模型づくり―」　　　３０００円
「てがるにできる加工食品」　　　　　　　　　　　　　　　１０００円
＜保　育＞　「臨床心理学入門」のテーマに限り、一時保育があります。
〇対　象　３歳以上の幼児
○定　員　１０人（多数抽選）
〇費　用　無料（おやつと飲み物は持参）
〇申込方法　申し込みはがき上部に「保育希望」と朱書きし、子供の氏名・年齢を記入

女子美術大学コース
●開講式　９月１０日（月）午後１時２０分～２時５０分　
●開講記念講演　テーマ「親しみのある大学美術館をめざして」
●講　師　鴫剛さん（女子美術大学教授）

定　員時　　間期　　間テーマ

１２０人１３：２０～１４：５０９月２２日～１２月１日毎週土曜日
全８回　１０/２７,１１/３,１１/２４を除く

アートにもたらされた
メディア

１２０人１３：２０～１４：５０１０月４日～１２月１３日毎週木曜日
全８回　１０/２５，１１/１，１１/２２を除く

フランスから見た
ケルト文化

１２０人１３：２０～１４：５０１１月９日～１２月１４日毎週金曜日
全５回　１１/２３を除く

日本美術に表現された
女性について

北里大学コース
●開講式　８月３１日（金）午後１時３０分～３時　
●開講記念講演　テーマ「微量環境汚染物質と健康（シックハウス症候群を中心に）」
●講　師　石川哲さん（北里大学名誉教授）

定　員時　　間期　　間テーマ

１２０人１３：３０～１５：００９月５日～１０月２４日毎週水曜日
全８回暮らしに役立つ医療の知識

１２０人１３：３０～１５：００９月７日～１０月２６日毎週金曜日
全８回身の回りの環境と健康

総合電子専門学校コース
●開講式　７月３０日（月）午前１０時～１１時３０分　
●開講記念講演　テーマ「生涯学習と自分づくり」
●講師　柴田大司さん（総合電子専門学校校長代理）

定　員時　　間期　　間テーマ

２０人９：００～１６：００７月２８日（土）　　全１回コンピューターグラフィックス
（3DCG）で宇宙を描こう！①

２０人９：００～１６：００８月４日（土）　　全１回
①と同じ内容

コンピューターグラフィックス
（3DCG）で宇宙を描こう！②

２０人９：００～１２：００７月３１日（火）～８月３日（金）全４回表計算ソフト
「Excel2000」応用

２５人１３：００～１６：００７月３０日（月）～８月３日（金）全５回Ｃ言語入門

　

市
で
は
、
中
小
企
業
の
安
定
し

た
事
業
活
動
に
必
要
な
資
金
を
融
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。
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す
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年末資金設備資金運転資金

年末の仕入資金
決算資金
その他

設備改善資金
機械購入資金
その他

仕入れ資金
決算資金
その他

資金使途

１事業者に対し
５００万円以内

１事業者に対し
２０００万円以内

１事業者に対し
１０００万円以内融資限度額

年２．４％以内
年２．４％以内

ただし、経営安定資金該当の場合は年
２．３％以内

融資利率

５年以内
据置期間２カ月
割賦返済

１０年以内
据置期間６カ月
割賦返済

１０年以内
据置期間６カ月
割賦返済

融資期間
および
返済方法

取扱金融機関申込先

電　話金融機関名

０４６（２５１）１２１１静岡銀行　　　　さがみ野支店

０４２（７４４）６５１１静岡銀行　　　　　相模原支店

０４６（２５４）３１５１静岡中央銀行　　　　座間支店

０４２（７４３）４５１１神奈川銀行　　　　相模台支店

０４６（２５１）２０４７厚木信用組合　　　　座間支店

０４２（７４４）１３３１平塚信用金庫　　　相模台支店

０４６（２５４）６１１１平塚信用金庫　　　　座間支店

０４６（２５６）１１１０平塚信用金庫　ひばりが丘支店

０４６（２５５）１２４１城南信用金庫　　　相武台支店

０４２（７４２）７１１１第一勧業銀行　　相模大野支店

０４６（２５２）１１１１横浜銀行　　　　　　座間支店

０４６（２７４）７７７１八千代銀行　　　　南林間支店

０４６（２５４）９１１１八千代銀行　　　　相武台支店

０４６（２３２）８３１１横浜信用金庫　　さがみ野支店

０４６（２３４）５１１１横浜信用金庫　　　海老名支店
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電　話金融機関名
０４６（２５５）１１５５中央労働金庫　　座間支店
０４２（７４４）６５１１静岡銀行　　　相模原支店
０４６（２５５）１２４１城南信用金庫　相武台支店
０４６（２５２）１１１１横浜銀行　　　　座間支店

勤労者生活資金取扱金融機関

１世帯　１５０万円以内貸付限度額
２．７％（年利）融資利率

５年以内　原則として
３箇月据置後５７回払い

融資期間および
返済方法

取扱金融機関申請書提出先

勤労者生活資金貸付制度（間接融資）

中小企業事業資金融資制度取扱金融機関

中小企業事業資金融資制度（間接融資）

※各資金共通で、一人以上の保証人、原則として信用保証協会の保証を付する。
※設備資金・経営安定資金をご利用される方は、市が発行するあっせん書または認定書が必
要になります。

利用者負担額
区　　分サービス

アガペサポートセンター総合福祉センター

１時間当たり１５０円１時間当たり１５０円午前９時～午後５時
月曜～金曜日

保護サービス

１時間当たり２００円１時間当たり２００円午後５時～午後８時

１時間当たり２００円１時間当たり２００円午前９時～午後５時

土曜・日曜日、祝日 １時間当たり２５０円
（日曜日、祝日は該当なし）

１時間当たり２５０円午後５時～午後８時

３７０円３００円昼食１食
利用者一人当たり給食サービス

３７０円４５０円夕食１食

　市では、身体障害者などの介護者が、休養などで介護できない
ときに、一時的に身体障害者などに対し、保護および給食サービ
スを実施する「レスパイトサービス」を開始しました。
　このサービスの利用をご希望の方は、担当に備えてある申請書
に必要事項を記入の上、所定の健康診断書を添えて担当へ申請し
てください。利用登録が決定された後、利用希望日の１０日前まで
に（緊急の場合などは速やかに）事業実施施設（右表参照）に予
約してください。なお、利用者負担額については上表をご覧くだ
さい。
※１２月２９日から翌年１月３日までは実施しません。
担当　　　　　　 　障害福祉課1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５６）３６００

実施時間定　　員対　　象実施施設

午前９時～午
後８時

１時間当たり
６人

①身体障害児（７歳以上１８歳
未満、就学児を含む）②知的
障害児（７歳以上１８歳未満、
就学児を含む）③知的障害
者（１８歳以上６５歳未満）④高
齢者（６５歳以上、介護保険優
先緊急時などに限る）

総合福祉センター（市社
会福祉協議会）
〔緑ヶ丘１－２－１
1０４６（２６６）２００３・
5０４６（２６６）２０１７〕

午前９時～午
後８時（日曜
日、祝日は午
後５時まで）

１時間当たり
２人

身体障害者
（１８歳以上６５歳未満）

アガペサポートセンター
〔小松原２－１０―１４
1０４６（２５４）７１１１・
5０４６（２５５）２９１５〕

担当　　 生涯学習課　1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度お気軽にお気軽に
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定　員時　　間期　　間テーマ

３０人１０：３０～１２：００
７月２６日～８月２７日
毎週月・木曜日　全８回
８／１３、１６を除く

古筆へのいざない

昼
間
開
講

２５人１３：３０～１５：３０
８月６日～８月２９日
毎週月・水曜日　全６回
８／１３、１５を除く

インテリアを計画する
―リフォームと模型づくり―

１００人
保育あり１０：００～１２：００８月９日～８月２４日

毎週木・金曜日　全６回臨床心理学入門

１００人１０：００～１２：００８月１７日～９月２１日
毎週金曜日　全６回ジェンダーの思想

１００人１３：３０～１５：００８月２０日～９月１３日
毎週月・木曜日　全８回

毒
－環境汚染物質と細菌毒素―

１００人１０：３０～１２：００８月２１日～９月１３日
毎週火・木曜日　全８回TOEIC　LISTENING

４０人１０：００～１２：００８月２８ 日～９月１３日
毎週火・木曜日　全６回てがるにできる加工食品

１５０人１８：００～１９：３０７月２７日～８月７日、８月２８日～
９月７日毎週火・金曜日　全８回

日本文学の男たち
―賭けて生きる―

夜
間
開
講 １００人１９：００～２０：３０８月１日～９月２６日毎週水曜日　

全８回８／１５を除くEnglish　for　Travellers
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